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研究成果の概要：

計算の哲学における形而上学的な枠組みである HBF-1,2,3，それに，現象在，因果的超越，制

度的切断，治療的理解，を見いだした．それに基づいて時間論を議論した．ダメット，フレー

ゲ，ウィトゲンシュタインの文献に計算を見いだした．またカントにおける計算，スコーレム

における計算を見いだした．フランス現代思想をベースにした生命論的な議論から計算を捉え

た．また西田哲学との関連を見いだした．てんかん，デジャヴュ，統合失調症における時間概

念を計算的に捉えた．

交付額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2005 年度 2,800,000 0 2,800,000

2006 年度 2,600,000 0 2,600,000

2007 年度 2,600,000 780,000 3,380,000

2008 年度 2,700,000 810,000 3,510,000

年度

総 計 10,700,000 1,590,000 12,290,000

研究分野：計算の哲学

科研費の分科・細目：哲学

キーワード：計算の哲学，生命，形而上学，圏論，フレーゲ，カント，スコーレム，てんかん

１．研究開始当初の背景
本研究プロジェクトは，三好を研究代表者，

戸田山，郡司，檜垣を研究分担者として平成
15.16 年度に科学研究費補助金，基盤研究
B(1)「計算の哲学――計算概念の原理的再構
築」（課題番号 15320007，研究経費 530 万円）
による補助を受けている．

２．研究の目的
本研究は，哲学，数学，計算機科学，認知

科学，生命科学，社会科学など様々な分野で
しばしば無反省に用いられる「計算」という

概念を問い直し，それを通じて各分野におい
てこれまで明らかでなかった問題を浮彫り
にした上で，そこから新しい哲学研究の潮流
を産み出すことを目的とした．この研究プロ
ジェクトは平成 12 年に開始され，これまで
三好，戸田山，郡司，檜垣，塩谷を中心に進
めてきたが，幸い多くの賛同者を得ることが
出来たため活動の規模を拡大し，今後 4 年間
で日本をこの分野の研究における国際拠点
の一つとすることを目指した．

なお本研究には上野修（大阪大学），入不
二基義（青山学院大学），塩谷賢，小川芳範
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（慶應義塾大学）の 4 名の研究協力者が参加
した．

４．研究成果
2005 年度：数理的な方向としては，金子は

マイケル・ダメットの反実在論の論証がいか
なる論証であるかを，表出論証を中心に解明
し，その背後にある改訂主義がいかにして成
立しうるかを明らかにした．また白旗はゲー
デルのダイアレクティカ解釈を線形論理化
するという研究を継続して行った．岡本は線
型論理の乗法的な論理演算子の持つ動性に
ついて考察を行った．歴史的な方向としては，
出口はスコーレムとヒルベルトの著作の読
解と分析を行い，計算数学の歴史的な展開を，
スコーレムの数学思想を軸に考察した．科学
哲学的な方向としては，戸田山は科学理論に
対するモデル論的なアプローチ(semantic
conception of theories)を採った場合に数
学の科学理論に対する適用可能性の議論が
どのような変容を被るかを研究し，その中で
計算の果たす役割について考察した．また，
三好は物理学との連関について予備的な考
察を行った。超越論的な方向としては，檜垣
は西田やドゥルーズなどに関する生命の哲
学に関する研究を進めるとともに，とりわけ，
これらの議論と共同体論・政治的倫理的思考
との関連を検討し，フーコーの生権力論につ
いて考察した．また，三好は計算の哲学の概
念装置と時間論との関わりについて論考を
まとめた．さらに時間論と精神医学に関わる
方向としては，深尾は精神発作（てんかん発
作症状としての精神現象）としてデジャヴュ
が起こることに注目し，精神的時間の失調と
してのデジャヴュのメカニズムを明らかに
しようと試みた．また郡司は大阪大学の石黒
教授と共同してデジャヴュの体験装置構築
とその実験を行った．生命論の方向としては，
郡司は，部分を貼り合わせて全体をつくると
いう操作に関する，動的な糊といったモデル
の構築，および粘菌ロボットの実装：デー
タ・プログラムの区別が担う齟齬を強調した
生体マテリアルの計算資源としての利用，と
いった研究を行った．

2006 年度：金子は、フレーゲの「意義」お
よびダメットの「意義」概念の比較を通して、
「意義」が何であるかの解明を行い、算術で
は、計算概念に焦点を合わせることによって
両者の「意義」をうまく一致するように解釈
できること、そうした「意義」がかなり構成
主義的であることを見いだした。岡本は、言
語哲学的な意味概念、数学的な計算概念、論
理学的な証明概念、という三者の関係を、特
に文脈原理の考えを基盤に据えつつ再検討
した。出口は、十八世紀の数学者フォン・ゼ
ーグナーの著作を集中的に精査することで、
カント数学論における「構成」概念の＜誕生

＞に関する重要な知見を得た。白旗は、直観
主義的高階論理の圏論的モデルであるトポ
スでの様々な構成を、細かく見直す作業をお
こなった。これと並行して、個体を相互作用
の場（ゲーム）として理解し直す、という着
想を深めた。三好は物理学との連関について
引き続き予備的な考察を行った。檜垣は、現
代フランス哲学の方向から、そのメタフィジ
ックの構造の解明につとめ、とりわけ、身体
論・時間論・精神論・制度論への施行を深め
た。深尾は脳の突発的な機能障害としてのて
んかん発作による精神病理現象を分析する
ことによって「生きられる時間」の構造を明
らかにするべく、研究を進めた。戸田山は、
数学的プラトニズム、数学的唯名論と数学の
実践のダイナミックな関係について考察を
行った。また、発生学的視点を進化、遺伝に
ついての哲学的諸前提に導入した場合にど
のような実り豊かな帰結をもたらすかにつ
いて考察した。郡司は、束、層、力学系など
を用いた生命と創発のモデル化について論
じ、また粘菌を用いた様々な実験を行った。
さらに視覚システムにおけるノイズとパタ
ーンの相互作用、先読みリーチングによる主
観的時間の変質、ニューラルネットワークに
おける否定と共立、の研究を行った。

2007 年度：金子は、第一にフレーゲとブラ
ウワーにおける証明概念の比較研究、第二に、
ダメットの Undecidabiltyという概念を軸に
して、反実在論のプログラムにおいて計算の
概念がどのように作用しているかの解明を
行った。戸田山は、ゲーデルについて、その
テキストを通時的に辿ることによって、彼の
「プラトニズム」が脱神話化できることを示
した。またラッセルについて、パラドクスの
発見から『プリンキピア・マテマティカ』に
至る発展の中で、「置き換え理論」が果たす
役割を明らかにした。岡本は、自然と言語の
双方にまたがる「相互作用」「プロセス」の
概念を確立すること、特に、そうしたプロセ
スのうちに成立するシンボル的「表現」関係
の分析を行い、その哲学的含意を明らかにし
た。白旗は、第一に、クライゼルの無反例解
釈についてのサーベイを行った。第二に、高
階アフィン論理の体系から、直観主義論理で
のトポスにあたるようなものが構成できな
いか考察した。三好は計算と物理学・時間論
との関わりについて考察を行った．出口は物
理学、言語学、心理学、経済学といった個別
科学の内実に踏み込んだ数理科学の研究、華
厳思想に関連する東洋の古典思想・現代哲学
に対する現代論理学の観点からの分析を行
った。郡司は、論理的矛盾を柔軟に回避した
システムを力学系で表現し、それが階層間相
互作用を実現しながら、同時に階層の独立性
を担保することを示した。檜垣は、研究に関
しては、従来行ってきた、フランス現代思想



をベースにした生命論的な議論を考察し、特
にそれを生政治学などの権力論的な方向に
広げながらいくつかの成果を問うた。深尾は、
てんかん発作における意識障害と解離ない
しヒステリーにおけるそれを比較して、その
メカニズムの異同について分析し、この理論
の妥当性および将来的可能性について検討
した

2008 年度：金子は，計算理論の草創期の文
献およびダメットの著作を検討し，その一方
でフレーゲおよび初期ウィトゲンシュタイ
ンの数学論を素材に分析を進めた．出口は 18
世紀ドイツの算術に関する書物に登場する
18 世紀的「計算」と、カントの「構成」とし
ての計算概念の比較検討を試みた。その結果，
カントの計算概念の背景について従来のカ
ント研究の了解を覆すいくつかの成果が得
られた。檜垣は，生命の哲学の歴史をおいな
がら、生命概念と計算概念とのつながりにか
らむ哲学的内容を提示した．白旗は，部分構
造論理のクリプキモデルの圏での部分対象
について調べた．その成果として，対象領域
が各可能世界で同一であるような対象の部
分対象に関しては，通常の対応がそのまま成
り立つことがわかった．岡本は，シークエン
ト計算の一般化として新しい体系Ｍを開発
し、その様相解釈を構成した上で、ここに含
まれる哲学的含意を考察した．郡司は，オー
トマトンによる数値計算や、束・商束による
二重性を実装した数理モデルによって、認知
的時間や対称性バイアスなどを理解するこ
とを行った．その成果として，境界の脆弱な
アメーバモデルによって、いわゆる最適計算
と探索のジレンマが解決できた。束・商束に
よる二重性モデルによって、対称性バイアス
などの認知判断や、時間における因果関係知
覚の逆転などが説明できた。深尾は，てんか
んにおける精神病理現象の記述と科学的・哲
学的分析を行った．そして，てんかん患者に
おける社会認知機能の障害、てんかん患者に
おける精神発作と認知機能の関連、てんかん
患者におけるいわゆる心霊現象とてんかん
発作との関係を分析し、それぞれに新たな知
見を得た。三好は，これまでの成果である計
算の哲学のための形而上学的概念装置適用
した時間論をさらに発展させ，形而上学的お
よび具体的音楽論に発展させた．

５．主な発表論文等
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